
要
旨
寛
政
十
一
年
刊
行
の
再
撰
本
霞
関
集
の
本
文
は
、
撰
者
石
野
広
通
の
自
筆
稿
を
版
下
に
し
た
安
定
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
の
に
比
し
、

明
和
五
年
成
立
の
初
撰
本
は
欠
脱
の
多
い
写
本
（
孤
本
）
の
本
文
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
不
安
定
さ
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
、
近
時
、

二
伝
本
が
発
見
さ
れ
、
対
校
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
出
来
得
る
限
り
原
本
の
姿
に
近
づ
く
道
を
探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

初
撰
本
霞
関
集
（
石
野
広
通
撰
）
の
本
文

松
野
陽
一
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現
在
確
認
で
き
る
伝
本
の
書
誌
の
概
略
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

初
撰
本
（
明
和
五
年
春
序
、
目
録
同
年
冬
）

ｌ
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
写
本
二
冊
（
部
・
門
）
邪
・
５
ｍ
×
陥
・
４
叫
墨
付
二
一
七
丁
（
序
一
丁
、
本
文
一
二
六
丁
、
作
者
目
録
、

歌
数
記
載
一
○
丁
）
・
毎
半
葉
序
二
行
、
本
文
九
行
、
一
首
一
行
書
き
、
訶
害
三
字
下
り
、
奥
書
ナ
シ
、
内
外
題
「
霞
関
集
」
、
首

部
破
損
、
表
紙
に
「
口
林
院
様
手
写
」
の
記
載
。
蔵
書
印
「
浦
井
／
蔵
本
」
。
渡
辺
刀
水
旧
蔵
本
。

○
書
写
者
の
伝
承
の
あ
る
「
口
林
院
」
が
誰
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
十
一
代
将
軍
家
斉
妾
の
お
楽
の
方
（
家
慶
生
母
。

文
化
七
年
没
。
香
琳
院
）
か
。
印
記
の
「
浦
井
」
は
浦
井
有
国
か
。
本
文
の
性
質
に
つ
い
て
は
後
記
。
略
号
〈
慶
〉

２
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
写
本
一
冊
（
Ｗ
九
二
・
一
五
’
一
○
三
）
下
冊
ノ
ミ
存
。

路
・
０
ｍ
×
Ⅳ
・
０
叫
墨
付
五
一
丁
（
本
文
四
三
丁
、
作
者
目
録
、
奥
書
八
丁
）
。
本
文
毎
半
葉
一
三
行
、
一
首
一
行
書
き
、
訶

書
四
字
下
り
、
奥
書
「
安
永
九
年
十
月
写
之
廣
澄
」
「
天
保
三
年
好
人
岡
田
歌
之
助
」
。
内
外
題
「
霞
関
集
」
。
印
記
「
佐
藤
」

「
緑
林
園
／
図
書
印
」
、
見
返
し
貼
紙
に
「
此
冊
子
杉
山
小
藤
太
所
持
之
処
分
与
せ
ら
れ
た
る
物
な
り
明
治
三
十
四
年
四
月
十
八
日

（
１
）

初
撰
本
の
霞
関
集
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
従
来
何
度
か
解
説
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
孤
本
で
あ
る
慶
応
本
に
拠
る
し
か
な
く
、
資

料
性
の
限
界
を
克
服
し
得
な
い
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
下
冊
の
み
の
端
本
な
が
ら
比
較
的
に
欠
点
が
少
な
い

と
判
定
さ
れ
る
弘
前
本
が
見
出
さ
れ
、
更
に
近
時
、
新
た
に
完
本
が
出
現
し
て
、
原
本
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
な
い
段
階
ま
で
の
遡
及
に
可
能

性
が
で
て
き
た
の
で
、
現
段
階
で
の
判
断
を
示
し
、
大
方
の
批
判
を
得
た
い
。

一
、
伝
本
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朽
葉
色
布
目
紙
表
紙
。
羽
・
１
ｍ
×
陥
・
３
叫
墨
付
一
二
四
丁
（
序
一
丁
、
本
文
二
四
丁
、
作
者
目
録
九
丁
）
・
序
一
二
行
、

本
文
毎
半
葉
八
行
、
一
首
一
行
書
き
、
詞
書
二
、
三
字
下
り
。
奥
書
ナ
シ
。
内
外
題
「
鶏
鳴
霞
関
集
」
。
歌
数
記
載
ナ
シ
。
作
者
目

録
末
尾
注
記
「
右
大
概
を
し
る
す
ひ
が
み
も
侍
る
べ
し
、
明
和
五
年
冬
書
之
」
に
続
い
て
「
本
間
長
兼
／
集
」
と
あ
り
。
印
記

（
両
冊
巻
頭
葉
右
下
隅
。
朱
丸
印
）
「
広
保
」
。

○
外
題
（
両
冊
、
打
つ
け
書
き
）
、
内
題
（
巻
一
～
六
）
い
ず
れ
も
「
鶏
鳴
霞
関
集
」
と
あ
る
が
「
鶏
鳴
」
は
東
国
の
枕
詞
「
と
り
が

な
く
」
の
万
葉
表
記
九
例
の
う
ち
三
例
（
一
八
○
七
、
三
一
九
四
、
四
○
九
四
）
に
拠
っ
た
も
の
で
、
関
東
（
江
戸
）
歌
集
た
る
こ

と
を
意
識
し
た
名
称
で
あ
ろ
う
。
初
撰
本
、
再
撰
本
共
に
序
に
「
烏
が
な
く
あ
づ
ま
の
み
や
こ
に
」
の
表
現
が
あ
る
。
こ
の
歌
集
の

初
名
か
。
〈
慶
・
弘
〉
に
見
え
る
作
者
目
録
の
作
者
名
肩
の
注
記
（
入
集
部
立
）
は
無
く
、
巻
毎
の
歌
数
表
記
も
な
い
。
作
者
目
録

末
尾
の
「
本
間
長
兼
」
は
寛
政
重
修
諸
家
譜
に
拠
れ
ば
、
大
番
組
頭
で
、
安
永
九
年
二
月
十
九
日
に
七
五
歳
で
没
し
て
い
る
。
「
集
」

（
３
）

は
作
者
目
録
の
集
成
作
業
の
意
か
（
こ
の
問
題
は
後
述
す
る
）
。
印
記
の
「
広
保
」
は
、
同
族
の
石
野
広
保
（
明
和
七
年
八
月
御
納

戸
番
）
か
。
右
の
諸
徴
証
は
〈
慶
・
弘
〉
よ
り
先
行
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
か
。
伊
藤
敬
氏
旧
蔵
。
略
号
〈
鶏
〉

○
以
上
三
本
は
撰
者
石
野
広
通
の
近
縁
者
に
よ
る
写
本
と
推
測
さ
れ
る
。
〈
慶
〉
本
は
確
証
は
な
い
が
、
表
紙
注
記
の
「
口
林
院
様
手

写
」
は
、
幕
府
和
歌
圏
内
で
の
書
写
た
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
〈
弘
〉
は
書
院
番
で
あ
る
広
通
女
の
養
父
広
澄
が
安
永
九
年
と
い

佐
野
楽
翁
」
と
あ
り
。

（
２
）

○
精
写
本
で
あ
る
。
安
永
九
年
奥
書
の
「
広
澄
」
は
広
通
の
女
を
養
女
と
し
た
同
族
の
石
野
広
澄
で
あ
ろ
う
。
寛
政
重
修
諸
家
譜
に
拠

れ
ば
、
安
永
八
年
十
一
月
二
十
八
日
に
書
院
番
を
辞
し
て
無
役
の
時
に
当
っ
て
い
る
。
岡
田
歌
之
助
や
印
記
の
人
物
に
つ
い
て
は
不

詳
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
近
世
歌
文
集
上
』
（
岩
波
書
店
平
成
八
年
）
に
収
録
し
た
「
雑
歌
」
の
底
本
。
略
号
〈
弘
〉

れ
ば
、
安
永
八

詳
。
新
日
本
古

３
架
蔵
写
本
二
冊
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概
要
は
右
の
通
り
な
の
で
あ
る
が
、
初
撰
本
の
作
者
数
、
歌
数
は
、
各
伝
本
末
尾
の
表
記
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
果
し
て
実
態
は
ど

う
で
あ
る
の
か
、
本
文
異
同
の
吟
味
を
基
に
し
て
、
次
に
そ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

再
撰
本
（
寛
政
十
年
冬
序
、
同
十
一
年
秋
刊
）

蹄
渓
蔵
版
・
如
是
縁
斎
蔵
版
二
冊
本
。
料
紙
紙
型
は
大
本
、
半
紙
本
の
二
種
あ
る
が
、
版
型
は
同
一
で
あ
る
。
序
三
丁
、
本
文
一
六

二
丁
、
刊
記
一
丁
、
作
者
目
録
二
○
丁
。
序
・
本
文
共
無
辺
、
毎
半
葉
九
行
。
識
語
・
刊
記
の
丁
の
み
四
辺
匡
郭
（
Ⅲ
・
３
ｍ
×

７
．
３
四
で
八
行
。
本
文
版
下
は
広
通
自
筆
、
序
三
丁
は
佐
々
木
万
彦
書
、
作
者
目
録
は
辻
知
篤
書
と
い
う
。
蹄
渓
・
是
縁
斎
は

（
４
）

広
通
の
号
だ
が
識
語
は
広
通
男
の
言
斎
佐
々
木
万
彦
が
記
し
て
お
り
、
実
務
は
万
彦
に
よ
る
私
家
版
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

○
再
撰
本
系
統
の
写
本
の
伝
本
も
数
点
存
在
す
る
が
管
見
の
及
ん
だ
限
り
、
全
て
右
の
万
彦
の
刊
行
に
関
す
る
識
語
を
記
し
て
お
り
、

刊
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
刊
本
の
前
段
階
の
草
稿
本
は
未
だ
確
認
で
き
な
い
。
古
典
文
庫
本
（
昭
和
五
七
年
刊
）
、
新
編
国

歌
大
観
本
（
昭
和
六
三
年
刊
）
の
底
本
は
共
に
こ
の
寛
政
十
一
年
刊
本
で
あ
る
。
略
号
〈
再
〉

○
再
撰
本
は
序
に
言
う
よ
う
に
宝
永
か
ら
寛
政
に
至
る
百
年
間
の
百
八
十
八
人
（
作
者
目
録
）
の
千
二
百
二
十
六
首
（
同
文
歌
逆
読
み

二
首
を
歌
数
に
含
ま
な
い
）
を
寛
政
十
一
年
に
刊
行
し
た
歌
集
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
初
撰
本
は
三
十
年
前
の
明
和
五
年
に
、
享

保
か
ら
明
和
に
至
る
五
十
年
間
の
百
三
十
四
人
（
初
撰
本
作
者
目
録
注
記
）
の
千
四
十
七
首
（
巻
末
歌
数
表
記
）
を
収
録
し
て
編
纂

う
成
立
に
近
い
時
点
で
の
書
写
と
い
う
近
接
性
が
注
目
さ
れ
、
〈
鶏
〉
も
ま
た
、
広
澄
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
同
族
石
野
広
保
の
手
沢
本

で
あ
る
こ
と
が
見
逃
せ
な
い
”
初
撰
本
は
比
較
的
に
狭
い
範
囲
で
だ
け
書
写
さ
れ
流
布
も
そ
う
広
い
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

し
た
歌
集
で
あ
っ
た
。
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と
あ
っ
て
、
更
に
「
右
大
概
を
し
る
す
、
ひ
が
み
も
侍
る
べ
し
、
明
和
五
年
冬
書
之
」
と
付
注
さ
れ
て
い
る
。
〈
慶
・
鶏
〉
の
広
通
自
序

に
は
「
明
和
五
年
春
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
目
録
も
同
年
中
に
広
通
が
記
し
た
も
の
と
考
え
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
〈
鶏
〉
に
は
続
い
て

「
本
間
長
兼
集
」
と
同
筆
で
五
字
の
加
筆
が
あ
る
。
と
す
る
と
目
録
作
成
者
は
広
通
で
は
な
く
、
長
兼
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
兼
は
霞
関

集
に
二
首
入
集
の
歌
人
で
、
目
録
に
は
「
武
者
小
路
家
門
人
、
当
時
大
御
番
組
頭
、
本
間
九
八
郎
」
と
あ
り
、
寛
政
重
修
諸
家
譜
に
よ
れ

ば
、
こ
の
年
六
十
三
歳
と
知
ら
れ
る
。
広
通
は
こ
の
年
五
十
一
歳
、
御
納
戸
頭
で
あ
る
か
ら
、
や
、
先
輩
歌
人
の
長
兼
が
助
力
作
成
し
て

も
、
か
な
ら
ず
し
も
不
自
然
で
は
な
い
が
、
や
は
り
目
録
本
体
の
最
終
作
成
者
は
広
通
で
あ
り
、
長
兼
は
〈
慶
・
弘
〉
に
見
ら
れ
（
鶏
に

は
な
い
の
が
問
題
だ
が
）
る
、
作
者
毎
の
「
六
巻
共
二
入
」
「
春
、
恋
二
入
」
等
の
小
字
注
記
の
如
き
、
作
者
別
カ
ー
ド
作
成
、
整
理
と

い
っ
た
基
礎
的
な
仕
事
の
引
き
受
け
を
や
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
い
う
の
は
、
再
撰
本
で
も
目
録
末
尾
に
「
右
百
八
十
八
人
」
と

歌
人
数
が
記
さ
れ
た
上
で
、
広
通
自
身
に
よ
る
「
此
百
八
十
余
人
の
内
…
…
」
と
い
う
注
記
が
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
初
撰
本
に
遡

っ
て
も
、
広
通
自
身
が
同
じ
作
業
を
し
て
い
た
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
て
お
く
。

か
よ
う
に
記
述
者
を
問
題
に
す
る
の
は
、
本
節
の
中
心
で
あ
る
部
立
別
歌
数
の
表
記
者
に
関
係
す
る
か
ら
で
、
こ
れ
も
広
通
自
身
か
、

そ
れ
に
近
い
人
物
に
よ
る
表
記
で
初
撰
本
の
原
本
か
そ
れ
に
近
い
本
文
に
拠
る
計
数
と
見
倣
せ
れ
ば
、
現
存
各
伝
本
と
の
距
離
を
測
定
す

る
有
力
な
根
拠
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

都
合
百
三
十
四
人

と
あ
っ
て
、
更
に
「

右
の
三
伝
本
は
共
に
、
歌
本
文
に
続
い
て
「
作
者
目
録
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
は

二
、
巻
末
部
立
別
歌
数
表
記
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と
い
う
記
載
が
あ
る
。
長
歌
以
下
は
雑
体
の
下
位
分
類
の
内
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

総
計
千
四
十
七
首
（
〈
慶
〉
は
千
四
百
七
首
）

と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
初
撰
本
の
、
歌
数
を
計
算
し
た
段
階
の
本
文
は
総
歌
数
千
四
十
七
首
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
部
立
別
歌
数

の
総
計
と
合
致
し
て
矛
盾
が
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
こ
の
歌
数
と
現
存
三
伝
本
の
本
文
は
ど
の
程
度
の
差
が
あ
る
も
の
か
を
吟
味
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
各
部
立
の
本
文
と
の
異
同
を
検
証
す
る
前
に
、
右
の
歌
数
全
体
に
係
わ
る
数
え
方
を
二
点
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
雑
歌

二
八
八
首
（
雑
体
二
二
首
）
と
す
る
数
字
の
う
ち
、
長
歌
二
首
、
同
文
歌
八
首
と
す
る
こ
と
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。

長
歌
は
〈
鶏
・
弘
・
慶
〉
共
に
、
仁
木
省
二
の
享
保
十
五
年
八
日
の
離
京
に
際
し
て
の
冷
泉
家
へ
の
挨
拶

そ
し
て
雑
の
下
位
分
類
と
し
て
雑
の
脚
部
に

雑
百
六
十
八
首
旅
二
十
七
首

恋
百
五
十
二
首
雑
二
百
八
十
八
首

さ
て
〈
弘
・
慶
〉
に
よ
れ
ば
部

春
百
八
十
一
首
夏
百
二
十
三

秋
百
八
十
首
冬
百
二
十
三
首

雑
百
六
十
八
首
旅
二

哀
傷
二
十
四
首
釈
教

神
祇
三
十
一
首
雑
体

長
歌
二
、
六
句
一

物
名
六
廻
文
八

に
よ
れ
ば
部
立
別
歌
数
は
次
の
如
く
表
記
さ
れ
て
い
る
。

夏
百
二
十
三
首

釈
教
十
六
首

雑
体
二
十
二
首

句
一
折
句
五

（
傍
線
部
〈
慶
〉
ナ
シ
）
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と
な
っ
て
い
て
、
贈
答

第
二
首
の
広
通
歌
は

と
あ
る
よ
う
に
、
上
か

第
一
首
の
知
清
歌
は

か
ら
成
っ
て
い
る
。
近
年
の
活
字
版
歌
集
で
歌
番
号
を
付
す
場
合
は
、
検
索
の
都
合
か
ら
、
長
歌
、
反
歌
を
各
独
立
し
た
歌
と
見
倣
し
て
、

右
の
場
合
な
ら
四
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
が
一
般
（
新
編
国
歌
大
観
・
古
典
文
庫
・
新
古
典
大
系
も
そ
の
よ
う
に
付
し
た
）
だ
が
、
こ

の
歌
数
表
記
で
は
、
長
歌
と
反
歌
一
組
で
一
首
と
数
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

次
い
で
同
文
数
は
八
首
と
あ
る
が
、
最
後
の
二
首
が
問
題
で
あ
る
。
即
ち
、
六
首
は
通
常
の
同
文
歌
（
下
か
ら
文
字
を
辿
る
と
上
か
ら

と
同
文
歌
と
な
る
）
で
あ
る
が
、
こ
の
二
首
は
訶
耆
に
、

か
へ
し
て
よ
む
に
、
お
な
じ
か
ら
ぬ
同
文
〈
鶏
〉

と
あ
る
よ
う
に
、
上
か
ら
と
下
か
ら
が
別
歌
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
て
、
計
算
の
仕
方
で
は
二
首
二
組
み
、
計
四
首
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

と
、
石
野
広
通
の
明
和
三
年
、
妻
子
の
冷
泉
家
入
門
に
つ
い
て
の
謝
歌

Ⅲ
言
の
葉
の
栄
は
い
と
と
…
…
…
（
長
歌
）

友
の
き
つ
の
ぞ
む
そ
の
か
た
よ
そ
と
て
も
は
な
の
も
と
や
と
駒
の
け
さ
む
く
（
上
か
ら
の
訓
み
）

な
が
る
だ
に
浪
と
岸
に
も
名
は
た
っ
た
は
な
と
ひ
よ
る
も
と
が
め
ん
や
き
み
（
上
か
ら
の
訓
み
）

見
き
や
む
め
門
洩
る
宵
と
名
は
立
田
花
も
錦
と
み
な
似
た
る
か
な
（
下
か
ら
の
訓
み
）

（
５
）

な
っ
て
い
て
、
贈
答
歌
に
読
み
と
れ
る
仕
立
て
で
あ
る
。

Ⅲ
君
が
門
（
反
歌
）

剛
む
さ
し
の
餌
（
反
歌
）

珊
し
き
し
ま
の
道
の
教
へ
は

１

（
長
歌
）
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汲
む
酒
の
ま
こ
と
や
友
の
名
は
も
て
ど
そ
よ
高
望
む
そ
の
月
の
も
と
（
下
か
ら
の
訓
み
）

（
６
）

と
な
っ
て
、
前
歌
が
観
桜
、
後
歌
が
観
月
の
交
友
歌
と
し
て
、
対
照
、
連
関
の
内
容
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
上
下
は
、
所
詮

無
理
な
作
品
で
は
あ
る
が
、
一
応
対
等
の
歌
な
の
で
、
各
二
首
計
四
首
と
見
倣
す
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
巻
末
部
立
別
歌
数
で

は
二
首
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
以
下
こ
の
数
え
方
に
従
い
、
長
歌
二
首
、
同
文
歌
八
首
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
右
の
巻
末
歌
数
表
記
を
基
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
各
伝
本
の
歌
数
を
整
理
し
て
み
る
と
次
表
の
如
く
に
な
る
。
各
伝
本
の
書

写
状
況
は
区
々
で
あ
り
、
本
文
異
同
上
の
問
題
点
は
そ
の
先
き
で
吟
味
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

川
歌
人
・
歌
数
表
記
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203

152

201

135

202

333

180181

122122

180180

119122

152150150

288285283

181

123

180

123

152

288

春
夏
秋
冬
恋
雑

197

36

21

21

36

22

168165165

272727

242424

161616

313130

222221

168

27

24

16

31

22

雑
旅
哀
釈
神
雑体

２
１
５
６
８

２
１
５
６
７

２
１
５
６
８

２
１
５
６
８

２
１
５
６
８

長
六
折
物
同

1226 44010361038 1047 計



こ
れ
に
よ
っ
て
大
観
す
れ
ば
、
「
歌
数
表
記
」
と
本
文
の
差
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
を
具
体
的
に
本
文
の

状
況
を
検
討
す
れ
ば
更
に
そ
の
近
さ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑨
歌
本
文
の
有
無

戸

春
k_〃〈

鶏
〉
と
く
慶
〉
に
は
二
首
剛
Ⅲ
の
本
文
異
同
が
あ
る
。

①
春
〈
鶏
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉
線
内
ナ
シ

夜
思
花
三
位
尼
公

＊
○
Ｉ
歌
有
。
×
Ｉ
歌
無
。
△
Ｉ
訶
書
や
作
者
表
記
有
、
歌
無
。

右
は
歌
本
文
の
有
無
に
関
し
て
の
み
の
異
同
一
覧
で
あ
る
。
以
下
、
㈹
②
表
を
合
せ
て
、
部
立
毎
に
本
文
の
吟
味
を
加
え
て
行
き
た
い
。

－206－

再 弘慶鶏
番
号
部
立

詞 ○
○

△○

× ○

136

141

春

詞 ○
○
○

○ ×

○△

× ○

222

237

282

夏

詞 × △ ○ 482 秋

○
○
○
○
○

○
×
○
○
○

×

○

×
×
×

508

550

605

606

607

久
、

可
可

一
三
口
三
一
口

○
○
○
○

○△○

○×○

○○△

○○×

632

673

692

700

亦
心

詞
作

○
○
○
○
×
○
○
×

○
○
△
○
△
×
×
×

×
×
○
×
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

789

793

801

805

923

926

999

1042
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初撰本霞関集（石野広通撰）の本文（松野）

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
咲
き
し
よ
り
ま
が
ひ
し
花
の
ち
り
て
こ
そ
い
と
欝
桜
は
雪
と
み
へ
け
り

①
は
く
慶
〉
で
は
Ⅲ
題
の
「
夜
思
花
」
と
作
者
表
記
「
三
位
尼
公
」
の
一
行
が
Ⅳ
歌
「
あ
す
は
ま
た
」
の
題
・
作
者
の
如
く
連
続
し
て

表
記
さ
れ
て
い
る
が
〈
鶏
〉
に
拠
れ
ば
こ
の
間
の
二
行
、
剛
歌
「
明
い
ま
に
」
、
Ⅳ
訶
書
・
作
者
が
脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
来

は
〈
鶏
〉
の
本
文
が
原
型
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
〈
再
〉
に
も
こ
の
二
首
の
型
で
採
録
さ
れ
て
い
る
）
・

②
は
、
〈
慶
〉
で
は
伽
・
岨
が
連
続
し
て
い
て
、
脱
落
に
気
づ
か
な
い
が
、
〈
鶏
〉
に
は
川
が
存
在
し
て
お
り
（
再
ニ
モ
ア
リ
）
、
有
る

方
が
原
型
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
仙
表
の
歌
数
Ⅲ
首
は
、
〈
鶏
〉
の
形
の
本
文
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
〈
慶
〉
の
春
部
に
は
、
親
本
以
前
に
生
じ
た
錯
間
が
そ
れ
と
気
付
か
ず
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で

戸

夏
k〃

Ⅳ
あ
す
は
ま
た
た
が
と
ひ
よ
ら
む
袖
の
う
へ
に
ち
る
べ
き
為
と
花
や
残
れ
る

②
春
〈
鶏
〉
ア
リ
、
（
慶
〉
ナ
シ

刷
明
い
ま
に
ち
り
も
や
せ
む
と
思
ひ
つ
つ
ぬ
れ
ば
や
花
の
夢
に
み
ゆ
ら
む

花
見
に
行
て
知
清

a●

1冊 春
〈
鶏
〉落

花

ハ
ｍ
Ｍ
Ｕ

ｎ
″
／
“
●
●
●

１

：C

l31

詞

lO7

ナ
シ

直
秀b

120

詞

ｌ
ｎ
宝
も
Ｕ
●
●
●
●
●
●

１

。

（
原
型
ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
）

－207－



脱
近
江
路
や
夕
立
す
ら
し
相
坂
の
関
の
こ
な
た
も
く
も
る
斗
に

春
部
と
は
逆
に
、
〈
鶏
〉
の
方
に
書
写
の
ミ
ス
が
う
か
が
わ
れ
る
例
で
あ
る
。
③
は
、
〈
鶏
〉
は
「
北
林
尼
公
阿
仏
手
向
に
忠
篤
す
、
め

け
る
ほ
と
、
ぎ
す
」
の
訶
書
に
「
大
和
守
頼
由
」
の
別
「
夜
の
雨
ふ
り
し
昔
を
忍
び
音
に
鴫
て
過
行
山
郭
公
」
の
一
首
し
か
記
さ
な
い

が
、
〈
慶
〉
で
は
同
じ
訶
書
を
受
け
る
広
武
の
〃
「
ほ
と
、
ぎ
す
け
ふ
待
つ
け
て
」
の
二
首
目
が
続
い
て
い
る
（
〈
再
〉
も
同
じ
）
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
有
無
の
い
ず
れ
が
原
型
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
脱
落
の
可
能
性
も
充
分
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

⑤
夏
〈
鶏
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉
ナ
シ

遠
夕
立
幸
隆

こ
こ
で
は
三
首
皿
測
珊
の
本
文
異
同
が
あ
る
。

③
夏
〈
慶
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉
ナ
シ

（
北
林
尼
公
阿
仏
手
向
に
忠
篤
す
、
め
け
る
ほ
と
、
ぎ
す
）
広
武

〃
ほ
と
、
ぎ
す
け
ふ
待
つ
け
て
年
毎
に
手
向
か
は
ら
ぬ
音
に
や
鳴
ら
ん

④
夏
〈
慶
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉
線
内
ナ
シ

珊
昔
に
は
か
は
る
蓬
か
軒
端
に
も
ふ
り
せ
ず
匂
ふ
風
の
た
ち
花

剛
い
と
け
な
き
袖
に
つ
、
み
し
昔
こ
そ
花
橘
に
と
は
ま
ほ
し
け
れ

閑
庭
橘
司
１
１
冊
澗
訓
蜘
測
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

対
橘
問
昔
一
（
幸
隆
）
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〈
慶
〉
に
は
詞
書
は
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
歌
の
脱
落
は
、
一
丁
最
終
行
（
九
行
書
き
）
で
訶
書
が
終
っ
た
た
め
、
歌
本
文
の
見
落

し
を
し
て
し
ま
っ
た
単
純
な
過
誤
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

④
は
、
①
の
逆
の
ケ
エ
ス
で
あ
る
。
「
対
橘
問
昔
」
題
は
、
珊
政
武
歌
で
も
通
ら
な
く
は
な
い
が
、
剛
幸
隆
歌
の
内
容
に
適
う
。
〈
慶
〉

が
原
型
本
文
で
あ
ろ
う
（
〈
再
〉
も
連
続
配
列
で
は
な
い
が
両
歌
を
収
録
）
・
⑤
は
、
〈
慶
〉
が
、
広
通
の
洲
「
小
車
の
音
か
と
き
け
ば
な

る
神
の
空
に
と
ぎ
ろ
く
里
の
遠
方
」
を
こ
の
脱
の
「
遠
夕
立
」
題
で
は
な
く
捌
捌
の
「
夕
立
」
題
で
配
置
し
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
る
。

三
首
を
「
夕
立
」
題
で
括
く
る
こ
と
は
当
然
可
能
な
措
置
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
〈
再
〉
で
珊
幸
隆
歌
が
在
り
、
珊
広
通
歌
が
削
除
さ
れ
た

こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
〈
慶
〉
の
脱
歌
の
単
純
な
脱
落
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
な
判
断
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
で
も
巻
末
歌
数
表
記

よ
り
は
一
首
足
り
な
い
わ
け
で
あ
る
。

ノー、

⑦ 冬
t－ノ

〔
秋
〕

⑥珊
冬
か
け
て
霜
に
く
だ
け
ぬ
む
ら
さ
き
の
一
本
残
る
菊
は
め
づ
ら
し

棚
一
は
よ
り
つ
け
て
し
秋
の
日
数
へ
て
ち
り
残
る
桐
の
梢
淋
し
き

冬
〈
鶏
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉
ナ
シ

（
残
菊
）
佳
孝

秋
〈
鶏
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉
線
内
ナ
シ

直
秀
家
に
て
秋
木
と
い
ふ
こ
と
を
（
知
清
）
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仰
い
づ
く
に
も
あ
す
の
春
ま
つ
い
そ
ぎ
し
て
ね
ぬ
夜
や
年
の
余
波
成
む
と

⑦
は
残
菊
題
、
柵
信
遍
、
洲
忠
篤
と
〈
鶏
〉
は
三
首
一
連
の
最
後
の
歌
で
あ
る
。
〈
再
〉
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
応
、
〈
鶏
〉
が

原
型
、
〈
慶
〉
は
単
純
な
脱
落
と
考
え
た
い
。

⑧
は
や
や
問
題
が
あ
る
。
〈
鶏
〉
〈
慶
〉
の
み
の
対
比
な
ら
ば
右
の
表
示
の
如
く
、
珊
高
門
歌
の
下
句
か
ら
捌
昌
名
歌
の
歌
本
文
ま
で

⑨
冬
〈
鶏
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉
ナ
シ

除
夜
高
門

柵
四
方
に
今
な
や
ら
ふ
声
は
し
づ
ま
り
て
年
を
尋
る
夜
半
の
灯

⑧
冬
〈
慶
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉
線
内
ナ
シ

雪
中
残
雁
源
高
門

柵
身
に
つ
も
る
老
に
な
や
ら
ふ
わ
ざ
も
が
な
目
に
見
ぬ
鬼
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

雪
中
烏
源
昌
名

刑
ひ
ろ
ふ
べ
き
落
ぼ
も
今
は
な
が
岡
の
田
づ
ら
の
雪
（
に
）
雁
や
佗
ら
ん

Ⅷ
友
に
今
お
く
れ
て
雁
や
一
こ
し
の
ね
の
雪
を
翅
に
さ
そ
ふ
寒
け
さ

幸
隆

広
通
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⑨
は
冬
部
巻
末
三
首
歌
群
で
、
こ
れ
を
欠
く
〈
慶
〉
の
巻
末
は
剛
広
通
の
歳
暮
題
歌
な
の
で
、
こ
の
歌
で
冬
部
が
終
っ
て
も
少
し
も
不

自
然
で
は
な
い
。
そ
れ
が
原
型
で
「
除
夜
」
歌
群
は
附
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
〈
再
〉
に
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮

し
て
、
一
応
、
〈
鶏
〉
が
原
型
、
〈
慶
〉
は
欠
脱
と
考
え
て
お
く
。
歌
数
表
記
と
の
関
係
で
も
同
様
の
結
論
と
な
る
。

以
上
、
四
季
部
に
関
し
て
い
う
と
、
〈
鶏
〉
と
〈
慶
〉
の
い
ず
れ
を
先
の
姿
を
残
す
と
考
え
る
か
と
い
う
点
で
は
も
っ
と
多
く
の
徴
証

へ
の
目
配
り
を
必
要
と
す
る
が
、
少
く
と
も
巻
末
表
記
歌
数
に
近
い
の
は
、
〈
鶏
〉
の
復
元
本
文
の
方
で
あ
り
、
春
秋
一
八
一
一
八
○

首
、
夏
冬
一
二
三
首
と
い
う
歌
数
の
対
応
性
か
ら
も
、
一
応
〈
鶏
〉
本
文
を
重
視
す
る
こ
と
、
〈
弘
〉
〈
慶
〉
の
巻
末
歌
数
表
記
は
〈
鶏
〉

本
文
と
の
対
校
で
想
定
さ
れ
る
祖
本
に
拠
っ
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

処
置
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

〈
鶏
〉
の
単
純
な
脱
落
と
判
断
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
〈
再
〉
で
は
昌
名
歌
と
高
門
歌
の
歌
順
が
入
れ
違
っ
て
い
る
上
、
〈
鶏
〉
で
は

剛
の
作
者
表
記
（
〈
慶
〉
で
は
信
遍
と
す
る
）
が
欠
け
て
い
る
の
が
、
〈
再
〉
で
は
「
道
筑
」
と
有
る
か
ら
で
あ
る
（
成
嶋
信
遍
は
冷
泉
門

の
有
力
歌
人
。
作
者
表
記
は
初
撰
本
別
首
は
全
て
信
遍
〈
慶
〉
、
再
撰
本
朋
首
は
全
て
道
筑
で
あ
る
）
。
即
ち
、
〈
鶏
〉
の
、
高
門
、
信
遍

の
歌
順
が
そ
の
ま
ま
〈
再
〉
に
継
承
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
或
い
は
昌
名
歌
が
、
〈
鶏
〉
の
親
本
に
在
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
位
置
は
、
高
門
・
昌
名
・
信
遍
で
は
な
く
、
昌
名
・
高
門
・
信
遍
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
書
写
原
因
以
外
の
編
集
上

の
動
機
な
ど
は
こ
の
際
導
入
し
な
い
で
お
く
が
、
存
疑
の
個
所
と
し
て
今
後
新
伝
本
の
出
現
を
俟
ち
た
い
。
今
の
段
階
で
は
表
示
の
如
く

戸

恋
へノ

恋
・
雑
部
は
〈
弘
〉

⑩
恋
〈
鶏
・
弘
〉

聞
声
恋

が
加
わ
り
、
三
本
が
対
校
で
き
る
。

ア
リ
、
〈
慶
〉
線
内
ナ
シ
。
タ
ダ
シ
題
、
作
者
名
後
入
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柵
忍
び
つ
つ
人
を
し
づ
め
て
か
く
文
に
き
へ
な
ん
と
す
る
灯
も
う
し

⑬
恋
〈
慶
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉
ナ
シ

寄
枕
恋
中
原
広
温

川
諸
と
も
に
も
ら
さ
じ
と
す
る
む
つ
ご
と
は
ま
く
ら
斗
り
の
知
も
わ
り
な
き

柵
い
つ
ま
で
か
人
の
つ
ら
さ
は
あ
し
鷹
の
わ
が
手
に
な
れ
ぬ
心
見
す
ら
ん

⑫
恋
〈
弘
・
慶
〉
ア
リ
。
〈
鶏
〉
線
内
ナ
シ
。

㈹
し
ら
せ
ば
や
そ
れ
と
見
え
つ
る
中
垣
の
ゆ
る
さ
ぬ
道
も
こ
え
ま
ほ
し
き
を

⑪
恋
〈
鶏
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉
ナ
シ

棚
と
も
し
火
の
う
き
影
ば
か
り
身
に
そ
ひ
て
こ
ぬ
人
つ
ら
き
閨
の
夜
深
さ

て
恋
燈

剛
わ
り
な
し
や
枕
尋
ぬ
る
物
こ
し
の
声
も
ま
ぢ
か
き
み
す
の
隔
て
は

了

見
恋

〈
鶏
・
弘
〉

寄
鷹
恋

寄
燈
恋

源
た
か
笛
ど

〈
慶
〉

尚
之
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⑩
は
、
〈
慶
〉
の
単
純
な
脱
落
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
題
・
作
者
名
の
小
字
書
入
れ
が
本
文
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
も
、
書
写
の
誤

り
を
後
で
気
付
い
た
故
と
思
わ
れ
る
。

⑪
も
〈
弘
・
鶏
、
再
も
〉
の
本
文
の
前
後
は
安
定
し
て
お
り
、
〈
慶
〉
の
ケ
ァ
レ
ス
ミ
ス
と
見
倣
し
て
よ
か
ろ
う
。

⑫
⑬
は
く
弘
・
慶
〉
の
本
文
が
原
型
で
、
〈
鶏
〉
の
単
純
な
書
き
落
と
し
と
考
え
ら
れ
る
。

結
局
、
恋
部
は
〈
弘
〉
が
最
も
安
定
し
て
い
る
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
巻
末
歌
数
表
記
通
り
、
一
五
二
首
の
実
数
の
本
文

が
確
認
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

戸

雑
kノ

剛
も
と
め
な
き
心
ぞ
や
す
き
か
く
て
出
に
杉
生
の
窓
の
明
く
れ
の
空

⑯
雑
〈
慶
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉
線
内
ナ
シ

古
寺
に
て
師
道

⑮
雑
〈
鶏
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉

（
閑
居
）
隆
任

⑭
雑
〈
鶏
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉
ナ
シ

仙
家
安
卿

棚
仙
人
の
岩
ほ
の
戸
ぼ
そ
雲
晴
れ
て
み
ど
り
の
空
に
遊
ぶ
白
鶴

⑮
雑
（
鶏
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
慶
〉
ナ
シ

Ⅲ
鐘
の
ね
に
た
ぐ
へ
て
き
く
も
し
づ
け
き
は
塵
の
外
な
る
庭
の
松
風

古
寺
の
松
平
知
清

〈
慶
・
弘
〉

古
寺
に
て
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卿
あ
ら
そ
は
で
貢
や
運
ぶ
お
の
が
（
ど
ち
）
畔
を
ぱ
ゆ
づ
る
民
の
こ
、
ろ
に

⑳
雑
〈
慶
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉
ナ
シ

日
光
百
五
十
廻
の
神
忌
に
東
叡
の
宮
居
に
ま
う
で
拝
け
る

ひ
ろ
通

朔
て
ら
せ
猫
百
五
十
と
せ
の
め
ぐ
る
日
の
ひ
か
り
そ
ひ
行
神
の
み
づ
か
き

⑳
雑
．
同
文
〈
慶
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
鶏
・
再
〉
ナ
シ

Ⅲ
も
と
め
つ
、
川
ぎ
し
わ
た
し
と
ひ
ぬ
れ
ぬ
ひ
と
し
た
わ
し
き
わ
が
つ
、
め
ど
も

⑲
雑
〈
慶
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉

（
寄
民
祝
）
広
通

⑱
雑
〈
慶
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉

（
寄
国
祝
）
正
隆

⑰802
松
雑風
へへの
古鶏音
寺・に
鐘弘も
､-〆…こ

ア蚤

リろ

、す

謹重案

側
い
く
千
里
民
の
と
ず
ま
る
所
得
て
み
や
こ
し
め
た
る
国
の
久
し
き

柵
法
の
水
絶
せ
ぬ
三
井
の
ふ
る
寺
に
朝
夕
か
ね
の
声
ひ
評
く
ら
し

⑬
雑
〈
慶
・
弘
〉
ア
リ
、
〈
鶏
〉
線
内
ナ
シ

ろ
す
み
染
の
夕
さ
び
し
き
山
の
ふ
る
て
ら

り
、
〈
慶
〉
ナ
シ

ナ
シ
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さ
て
、
前
節
の
作
業
は
三
伝
本
が
同
一
系
統
の
本
文
と
仮
定
し
て
の
巻
末
表
記
歌
数
を
確
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
各
伝
本
の
本
文
の
差

は
、
も
う
少
し
精
密
に
測
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
は
、
次
の
二
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
整
理
で
き
よ
う
。

Ｉ
ど
ち
ら
か
の
本
文
が
単
純
な
書
写
ミ
ス
で
異
同
が
生
じ
て
い
る
も
の
。

①
④
⑥
⑩
⑪
⑫
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
の
Ⅱ
例

Ⅱ
書
写
ミ
ス
か
、
編
集
意
図
に
よ
る
歌
の
欠
脱
か
は
判
別
つ
か
な
い
が
、
巻
末
表
記
歌
数
に
徴
し
て
、
〈
弘
〉
の
完
本
に
は
存
し
た
と

追
考
わ
か
つ
、
め
ど
も
わ
の
字
か
な
相
違
可
除
之
。

右
の
内
、
⑭
⑮
⑰
は
く
慶
〉
の
欠
脱
、
⑯
⑱
は
く
鶏
〉
の
欠
脱
と
し
て
処
理
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
⑲
⑳
⑳
の
、
〈
慶
・

弘
〉
に
有
っ
て
、
〈
鶏
〉
に
欠
け
て
い
る
三
首
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
る
。

次
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も
〈
鶏
〉
の
単
純
な
欠
脱
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
例
の
巻
末
歌
数
表
記
の
、
雑

二
八
八
首
（
雑
一
六
八
〈
神
祇
三
一
、
雑
体
一
三
《
同
文
八
》
〉
）
を
完
全
に
満
足
さ
せ
る
の
は
〈
弘
〉
の
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

即
ち
、
四
季
部
で
は
〈
鶏
〉
と
〈
慶
〉
の
対
校
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
る
本
文
、
恋
、
雑
部
で
は
〈
弘
〉
の
本
文
が
、
巻
末
歌
数
表
記
に

合
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
無
論
、
こ
こ
ま
で
の
吟
味
は
数
字
の
一
致
ま
で
到
達
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
失
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
〈
弘
〉
の
上
巻
四
季
部
の
部
分
の
本
文
の
姿
が
、
右
に
見
た
よ
う
に
〈
鶏
〉
と
〈
慶
〉
の
対
校
に
よ
っ
て
復
元
本
文
か
ら
さ

ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
い
う
見
当
だ
け
は
こ
れ
で
つ
け
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ
書
写
ミ
ス
か
、
編
坐

推
定
さ
れ
る
も
の
、

三
、
〈
弘
・
慶
〉
本
文
と
〈
鶏
〉
本
文
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が
濃
く
、

順
異
同
、

〈
鶏
〉

の
五
例
は
問
題
を
含
ん
で
い
る
個
所
か
と
考
え
る
。
以
下
、
三
伝
本
間
（
更
に
〈
再
〉
を
も
併
せ
る
）
の
対
校
の
中
で
検
討
し
て
み
た
い
。

第
一
に
は
〈
弘
〉
と
〈
慶
〉
の
関
係
で
あ
る
。
〈
弘
〉
は
上
冊
を
欠
く
の
で
厳
密
に
は
対
比
し
難
い
が
、
恋
・
雑
部
の
歌
本
文
、
作
者

目
録
の
本
文
の
性
質
、
歌
数
表
記
の
備
わ
る
点
な
ど
、
〈
慶
〉
に
や
や
書
写
態
度
に
厳
密
さ
を
欠
く
点
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
共
通
す
る
要
素

が
濃
く
、
同
系
統
本
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
恋
・
雑
部
本
文
で
は
、
川
・
州
・
州
・
川
の
有
無
、
川
・
剛
の
歌

順
異
同
、
（
後
記
）
を
初
め
と
す
る
諸
点
に
、
作
者
目
録
で
は

源
氏
英
小
十
人
与
頭
古
川
武
兵
衛

英
長
冷
泉
家
門
人
御
数
奇
屋
頭
白
沢
林
葛

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
〈
弘
・
慶
〉
共
に
、

源
氏
英
冷
泉
家
門
人
御
数
奇
屋
頭
白
沢
林
葛

と
誤
ま
り
、
氏
英
と
次
の
海
松
子
の
行
間
に
△
を
注
し
て
、
脚
部
に

春
冬
雑
二
入

△
英
長
冷
泉
家
門
人
御
数
奇
屋
頭
白
沢
林
葛

と
書
入
れ
（
〈
慶
〉
ハ
「
冷
泉
：
．
：
．
」
の
注
記
ナ
シ
）
を
し
て
い
る
点
、
歌
数
表
記
が
、
（
〈
慶
〉
に
は
脱
文
や
合
計
歌
数
に
誤
ま
り
が
あ

る
も
の
の
）
共
に
存
在
す
る
（
〈
鶏
〉
に
は
ナ
イ
）
点
な
ど
の
徴
証
か
ら
大
略
同
系
統
本
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。

無
論
、
小
さ
な
異
同
は
少
な
か
ら
ず
、
特
に
〈
慶
〉
の
四
季
部
は
〈
弘
〉
に
欠
け
て
い
て
対
校
不
可
能
な
の
で
不
安
は
残
る
が
、
最
も

即
ち
、
Ｉ
は
ほ

⑧
⑨
⑲
⑳
④

②
③
⑤
⑦
⑧
⑨
⑬
⑲
⑳
④
の
蛆
例

ち
、
Ｉ
は
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な
い
が
、
Ⅱ
で
は
〈
再
〉
の
徴
証
を
も
援
用
す
る
と
、
特
に

（
後
記
）
を
初
堅

〈
再
モ
略
同
ジ
〉
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そ
こ
で
、
や
っ
と
第
二
の
〈
弘
・
慶
〉
と
〈
鶏
〉
の
対
比
に
入
る
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
⑳
の
事
例
で
あ
る
。
同
文
八
首
の
中
の
第
一
首
で
、
前
引
の
如
く
、
〈
弘
・
慶
〉
で
は
、

宮
部
義
正

も
と
め
つ
、
河
ぎ
し
わ
た
し
と
び
ぬ
れ
ぬ
ひ
と
し
た
は
し
き
わ
が
つ
、
め
ど
も

追
考
、
「
わ
が
つ
ゞ
め
ど
も
」
、
「
わ
」
の
字
か
な
相
違
。
可
除
之
。

と
あ
っ
て
、
左
注
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
五
句
の
「
わ
が
」
は
逆
訓
み
で
は
「
か
わ
」
と
な
っ
て
、
「
河
岸
」
の
「
か
は
」
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
撰
者
広
通
の
注
と
見
る
べ
き
だ
が
「
可
除
之
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
、
〈
鶏
〉
と
〈
再
〉
で
は

こ
の
歌
を
欠
き
、
同
文
歌
の
収
録
数
は
七
首
（
〈
再
〉
は
別
に
伴
資
善
「
な
が
れ
く
る
」
の
一
首
が
加
え
ら
れ
て
八
首
）
と
な
る
の
で
あ

る
。
〈
再
〉
の
場
合
は
こ
の
左
注
を
承
け
た
措
置
と
見
倣
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
〈
鶏
〉
も
同
じ
措
置
に
よ
る
現
象
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
〈
弘
・
慶
〉
は
〈
鶏
〉
に
先
行
す
る
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
成
立
順
を
逆
に
考
え
た
方
が
よ
い

異
同
の
激
し
い
⑨
の
冬
部
巻
末
三
首
の
欠
脱
（
前
記
参
照
）
も
巻
末
歌
数
を
根
拠
と
す
れ
ば
（
こ
の
三
首
が
無
い
と
冬
部
は
一
二
三
首
に

な
ら
な
い
）
、
〈
弘
・
慶
〉
の
想
定
祖
本
本
文
に
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
共
通
す
る
本
文
と
考
え
て
お
く
。
特
に
作
者
目
録
で
は
〈
慶
〉

例
が
幾
つ
か
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

な
ど
の
、
〈
鶏
・

え
る
で
あ
ろ
う
。

一
）
、
Ｉ

證
道
上
人
に
「
大
徳
（

信
遍
に
「
祖
棟
門
人
」

〈
鶏
・
弘
・
再
〉
に
な
い
独
自
異
文
の
加
筆
が
目
立
つ
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
同
系
統
本
と
し
て
扱

「
大
徳
の
人
也
」
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即
ち
、
選
者
広
通
の
歌
の
異
同
⑲
⑳
な
ど
に
次
の
例
証
が
あ
る
。

⑲
初
撰
本
〈
弘
〉

母
の
六
十
賀
、
為
泰
卿
よ
り
題
を
給
は
り
て
、
人
々
に
よ
ま
せ

は
べ
ま
つ
は
ひ
さ
し
さ
と
も

侍
る
、
松
久
友
中
原
広
通

と
も

む
そ
ぢ
お
い
か
ず

ち
よ
ま
つ
こ
と
は

州
友
と
し
て
六
十
の
老
の
数
そ
へ
と
か
き
つ
む
千
代
の
松
の
言
の
葉

ま
つ
は
よ
は
ひ
を
の
ぶ
る
と
も

松
延
齢
友
源
頼
戯

ち
ぎ
り
を
は
え
ゆ
く
や
ど
ま
つ

な
ほ
す
ゑ
と
ほ

Ⅷ
契
を
け
栄
行
宿
の
松
が
え
に
猶
末
遠
き
ち
よ
の
よ
は
ひ
を

た
か
か
ど
む
そ
ぢ
の
が
つ
る
は
る
か
な
る
と
し
を
ち
ぎ
る

高
門
六
十
賀
に
、
鶴
契
握
年
源
し
げ
澄

こ
の
や
ど
む
そ
ぢ
よ
に
は
と
も

此
宿
に
六
十
は
あ
か
ぬ
よ
は
ひ
と
て
よ
る
づ
世
ち
ぎ
る
庭
の
友
づ
る

く
に
に
よ
す
る
い
は
ひ

寄
国
祝
源
隆
任

す
め
ら
ざ
よ
よ
み
ち
ほ
か
く
に

皇
の
代
、
つ
ぎ
ま
せ
る
道
ぞ
げ
に
他
の
国
に
は
た
ぐ
ひ
し
も
な
き

正
隆

ら
さ
と
た
み
と
こ
ろ
え
み
や
こ
く
に

い
く
千
里
民
の
と
Ｆ
ま
る
所
得
て
都
し
め
た
る
国
の
ひ
さ
し
さ

○
八
脚
つ
る
の
子
の
千
年
を
よ
ば
ふ
声
声
も
老
の
齢
の
数
や
添
ふ
ら
む

高
門
六
十
賀
に
、
鶴
契
暹
年
源
し
げ
澄

。
八
”
此
宿
の
六
十
は
あ
か
ぬ
よ
は
ひ
と
て
よ
る
づ
代
契
る
庭
の
友
つ
る

寄
国
祝
源
隆
任

。
八
六
皇
の
代
代
つ
ぎ
ま
せ
る
国
ぞ
げ
に
他
の
国
に
は
た
ぐ
ひ
し
も
な
き

松
延
齢
友
源
頼
戯

○
八
一
一
契
り
お
け
栄
行
く
宿
の
松
が
え
に
猶
末
と
ほ
き
ち
よ
の
よ
は
ひ
を

母
七
十
賀
為
泰
卿
、
鶴
契
齢
と
い
ふ
題
を
給
は
り
て
、
老
い
ら

く
の
つ
ま
ん
よ
は
ひ
は
鶴
の
こ
の
栄
を
た
め
し
千
代
よ
ば
ふ
声
、

と
よ
み
て
た
び
け
れ
ば

再
撰
本

遠
江
守
広
通
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⑳
初
撰
本
〈
弘
〉

じ
ん
ざ
か

神
祇
歌

い
せ

伊
勢
大
和
守
利
啓

あ
ま

ひ
か
り
そ
へ
よ
ま
も
か
み
が
き

州
天
て
ら
す
光
を
添
て
代
を
守
る
め
ぐ
み
へ
だ
て
ぬ
い
せ
の
神
垣

じ
ん
ぎ

神
祇
松
遜

よ
よ

州
世
§
た
え
ず
猫
守
ま
す
神
路
山
玉
ぐ
し
の
は
の
色
も
か
は
ら
で

連
阿
法
師

お

こ
こ
ろ
か
み
ぢ
や
ま

ば
か
み

断
を
こ
た
ら
ず
は
こ
ぶ
心
は
神
路
山
し
め
の
外
な
る
身
と
も
へ
だ
つ
な

927 926 925 924

い
わ
ひ
ご
と祝
言
よ
み
人
し
ら
ず

く
に
さ
か
え
た
み
や
す
み
よ
め
ぐ
み

国
栄
民
安
か
れ
と
お
さ
め
し
る
御
代
の
恵
を
あ
ふ
ぐ
か
し
こ
さ

中
原
広
通

げ
つ
し
ん
な
く
に
ひ
も
と
よ
よ
ひ
か
り

月
震
の
名
に
お
ふ
国
も
日
の
本
の
代
、
の
光
を
あ
ふ
が
ざ
ら
め
や

た
み
に
よ
す
る
い
は
ひ
寄
民
祝
源
高
門

た
み
か
ま
ど
け
ぶ
り

よ

こ
こ
ろ

み
て
も
し
れ
民
の
篭
の
煙
ま
で
ゆ
た
か
な
る
世
に
な
び
く
心
を

中
原
広
通

み
つ
ぎ
は
こ
お

く
る
ゆ
づ

あ
ら
そ
は
で
貢
や
運
ぶ
を
の
が
ど
ち
畔
を
ば
遜
る
民
の
こ
、
ろ
に

寄
民
祝
源
高
門

○
八
上
見
て
も
し
れ
民
の
竈
の
煙
ま
で
ゆ
た
か
な
る
代
に
な
び
く
こ
こ
ろ
を

遠
江
守
広
通

○
八
八
あ
ら
そ
は
で
貢
や
運
ぶ
お
の
が
ど
ち
畔
を
ば
ゆ
づ
る
民
の
心
に

祝
中
原
広
明

○
八
九
世
に
ひ
ろ
き
神
の
恵
に
取
り
そ
へ
て
仏
の
法
も
国
ま
も
る
ら
し

よ
み
人
し
ら
ず

○
九
○
国
栄
え
民
安
き
代
と
を
さ
め
し
る
君
が
め
ぐ
み
を
あ
ふ
ぐ
か
し
こ
さ

再
撰
本

神
祇
歌
神
祇
平
高
潔
神
学
白
川
家
門
人

六
九
五
十
鈴
川
下
つ
岩
根
の
神
風
や
う
ご
か
ぬ
代
代
に
吹
伝
ふ
ら
し
連
阿

仁
ｏ
お
こ
た
ら
ず
は
こ
ぶ
心
は
神
路
や
ま
し
め
の
外
な
る
身
と
も
へ
だ
つ
な

松
浬

上
世
世
た
え
ず
猶
守
り
ま
す
神
路
や
ま
玉
ぐ
し
の
葉
の
色
も
か
は
ら
で
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右
の
⑲
Ⅷ
「
あ
ら
そ
は
で
」
は
く
鶏
〉
無
、
〈
弘
〉
〈
再
〉
有
、
⑳
州
「
て
ら
せ
猶
」
も
〈
鶏
〉
無
、
〈
弘
〉
〈
再
〉
有
の
ケ
エ
ス
で
、
共

に
〈
鶴
〉
の
単
純
な
誤
脱
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
⑲
歌
群
で
い
え
ば
、
初
撰
本
州
「
友
と
し
て
」
の
母
六
卜
賀
の
折
の
歌
が
、
再
撰
本
で

は
Ⅲ
「
つ
る
の
子
の
」
の
母
七
十
賀
の
折
の
歌
に
差
し
替
え
ら
れ
、
初
撰
本
Ⅷ
「
月
震
の
」
が
再
撰
本
で
は
削
除
さ
れ
て
、
「
寄
民
祝
」

題
が
簡
潔
化
さ
れ
て
い
る
例
、
⑳
歌
群
で
い
え
ば
、
問
題
の
州
「
て
ら
せ
猶
」
の
家
康
百
五
十
回
忌
の
歌
に
、
再
撰
本
で
は
Ⅲ
「
旅
衣
」

の
日
光
社
参
供
奉
の
歌
が
添
え
ら
れ
、
関
東
神
社
歌
の
補
強
が
試
み
ら
れ
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
撰
者
自
詠
歌
を
用
い
て
の
編
纂
上
の
工
夫

lⅡ1 lⅢ 的9 998

い
ば
し
み
ず石
清
水
淡
路
守
氏
房

す
ゑ

い
は
し
み
ず
に
ご
み
よ
か
み
ま
か

な
が
れ
て
の
末
も
た
の
も
し
石
清
水
濁
ら
ぬ
御
代
は
神
に
任
せ
て

や
は
た
の
み
や
ほ
ふ
ら
く

八
幡
宮
法
楽
に
源
高
門

ひ
と

い
ば
し
み
ず
な
が
れ
よ
ま
も

た
の
も
し
な
わ
が
人
を
こ
そ
石
清
水
流
て
の
代
に
守
る
ち
か
ひ
は

美
作
守
直
秀

す
ゑ
よ

か
み

が
は
き
よ

末
の
世
と
い
ふ
く
く
も
な
し
神
か
ぜ
や
み
も
す
そ
河
の
清
き
な
が
れ
は

に
つ
く
わ
う
ひ
や
く
ご
じ
つ
く
わ
い
し
ん
き
と
う
え
い
ざ
ん
み
や

お
が

日
光
百
五
十
廻
の
神
忌
に
、
東
叡
山
の
宮
ゐ
に
ま
う
で
て
拝

た
て
ま
つ

み
奉
る

中
原
広
通

な
ほ
も
も
い
そ
と
せ

ひ
ひ
か
り
そ
へ
ゆ
く
か
み

て
ら
せ
猶
百
五
十
年
の
め
ぐ
る
日
の
光
添
行
神
の
み
づ
が
き

七
脚
旅
衣
袖
を
つ
ら
ね
て
行
末
も
道
広
き
代
に
あ
へ
る
か
し
こ
さ

石
清
水
淡
路
守
氏
房

七
五
な
が
れ
て
の
末
も
た
の
も
し
い
は
清
水
濁
ら
ぬ
御
代
は
神
に
任
せ
て

八
幡
宮
法
楽
に
源
高
門

上
咋
ハ
た
の
も
し
な
わ
が
人
を
こ
そ
い
は
清
水
流
れ
て
の
代
に
守
る
ち
か
ひ
は

上
：
て
ら
せ
猶
百
五
十
年
に
め
ぐ
る
日
の
光
添
へ
ゆ
く
神
の
み
づ
が
き

安
永
五
年
、
日
光
御
社
参
供
奉
に
旅
立
ち
け
る
時
よ
め
る

伊
勢
大
和
守
利
啓

七
一
一
天
て
ら
す
光
を
そ
へ
て
代
を
守
る
め
ぐ
み
へ
だ
て
ぬ
伊
勢
の
神
垣

日
光
山
に
て
百
五
十
廻
の
神
忌
に
東
叡
山
の
宮
ゐ
に
ま
う
で
て

拝
み
奉
り
し
時
遠
江
守
広
通

お
な
じ
人
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考
え
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

〈
鶏
〉
あ
る
人
の
い
わ
く
、
是
は
念
祥
院
実
観
と
い
え
る
人
の
歌
の
よ
し

〈
慶
〉
あ
る
人
の
い
は
く
、
是
は
念
祥
院
実
観
と
い
へ
る
か
歌
な
り

〈
再
〉
あ
る
人
の
い
は
く
、
是
は
念
祥
院
実
観
と
い
へ
る
か
う
た
な
り

の
如
き
小
異
同
が
あ
る
が
、
こ
の
「
い
え
る
人
の
歌
の
よ
し
」
「
い
へ
る
か
歌
な
り
」
程
度
の
異
文
は
、
厳
密
で
な
い
書
写
態
度
の
伝
本

間
で
は
し
ば
し
ば
生
ず
る
現
象
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
場
合
は
、
⑲
⑳
の
例
同
様
、
〈
鶏
〉
対
〈
弘
・
再
〉
の
関
係
の
反
映
の
徴
証
と

が
看
と
れ
る
わ
け
で
、
⑲
剛
、
⑳
州
も
単
純
な
欠
脱
で
は
な
く
、
編
纂
上
の
理
由
に
よ
る
異
同
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
〈
鶏
〉
が
先
行
し
、
〈
弘
〉
の
形
に
増
補
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
〈
再
〉
に
継
承
さ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。

そ
う
す
る
と
例
え
ば
、
長
歌
「
帰
雁
」
の
、

よ
み
ひ
と
し
ら
ず

閲
天
地
の
う
ち
は
か
は
ら
ぬ
春
ぞ
と
も
し
ら
で
こ
し
路
に
雁
や
行
蘭
〈
鶏
〉

の
左
注
は

歌
順
の
異
同
の
例
も
あ
げ
て
お
こ
う
。
〈
再
〉
春
部

路
苗
代
源
高
門

一
八
六
賤
の
男
が
行
き
か
ふ
あ
ぜ
の
道
み
せ
て
し
め
引
き
の
こ
す
小
田
の
苗
代

卿
燭
美
作
守
直
秀

八
七
霞
は
れ
夕
日
く
ま
な
き
丘
谷
に
さ
け
る
つ
つ
じ
の
色
ぞ
か
か
や
く

仙
台
中
将
山
荘
の
卿
燭
の
さ
か
り
に
、
当
座
の
歌
よ
ま
せ
ら
れ
侍
る
に
、
岡
郷
燭
と
い
ふ
題
を
探
り
得
て
侍
る
、
を
り
し
も
庭
に

-221-



遠
江
守
広
通

一
八
八
き
ぎ
す
啼
く
岡
べ
の
つ
つ
じ
妻
恋
の
お
も
ひ
の
色
を
見
せ
て
咲
く
ら
し

水
辺
郷
燭
備
前
守
忠
精
朝
臣

八
九
岩
つ
つ
じ
咲
き
そ
ふ
頃
は
秋
な
ら
で
く
れ
な
ゐ
く
く
る
山
川
の
水

杜
若
源
重
澄

一
九
ｏ
か
き
つ
ば
た
水
行
く
川
の
橋
の
名
の
や
つ
れ
ぬ
色
に
今
も
咲
く
ら
し

款
冬
連
阿
法
師

九
た
れ
と
へ
ど
い
は
い
色
さ
へ
隠
家
の
こ
こ
ろ
に
か
な
ふ
山
ぶ
き
の
花

敬
蓮

九
《
袖
ぬ
れ
て
さ
の
み
は
人
の
を
ら
じ
と
や
露
も
お
く
ら
ん
花
の
山
吹

折
款
冬
公
幹
深
谷

九
：
ち
ら
さ
じ
と
折
り
ぞ
わ
づ
ら
ふ
垣
ね
よ
り
咲
き
こ
ぼ
れ
た
る
露
の
山
ぶ
き

松
藤
左
中
将
吉
村
朝
臣

↓
九
剛
咲
越
え
て
松
の
と
き
は
の
色
も
見
ず
こ
き
紫
の
藤
の
し
な
ひ
に

右
の
歌
群
の
う
ち
Ⅲ
「
き
ぎ
す
鳴
く
」
棚
「
岩
つ
つ
じ
」
は
〈
再
〉
で
入
集
し
た
歌
で
、
初
撰
本
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
が
〈
慶
〉

で
は
「
霞
は
れ
」
に
「
杜
若
」
が
続
い
て
、
そ
の
前
後
は
〈
再
〉
と
全
く
同
じ
歌
順
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
〈
鶏
〉
で
は

賤
の
男
が
（
路
苗
代
高
門
）

き
ぎ
す
の
あ
さ
り
け
れ
ば
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咲
越
て
（
松
藤
吉
村
）

の
歌
順
に
な
っ
て
い
て
、
重
澄
の
「
か
き
つ
ば
た
」
は
、
公
幹
の
「
ち
ら
さ
じ
と
」
と
吉
村
の
「
咲
越
て
」
の
間
に
位
置
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
稀
な
ケ
エ
ス
と
し
て
は
書
写
上
の
単
純
な
ミ
ス
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
配
列
上
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
こ

れ
は
「
杜
若
」
歌
を
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
か
ら
生
じ
た
異
同
か
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
「
杜
若
」
を
「
款
冬
」
の
後
へ
置

く
か
前
に
配
置
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
（
実
は
前
後
歌
の
措
辞
〈
咲
く
〉
〈
色
〉
の
連
関
へ
の
配
慮
が
あ
る
が
、
省
略
す
る
）
。
〈
鶏
〉

も
〈
慶
〉
も
配
列
上
そ
れ
ぞ
れ
に
安
定
し
て
お
り
、
〈
再
〉
は
く
慶
〉
に
「
蹴
燭
」
を
強
化
す
る
形
で
填
め
こ
ん
だ
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ

こ
で
も
〈
鶏
〉
対
〈
弘
・
慶
・
再
〉
の
関
係
が
看
取
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る

〈
再
〉
の
版
下
を
広
通
が
自
書
し
て
い
る
（
佐
々
木
万
彦
識
語
）
こ
と
か
ら
、
〈
弘
〉
と
〈
再
〉
の
同
質
性
の
強
い
部
分
で
は
、
他
の

伝
本
の
異
文
は
そ
の
異
質
性
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
⑧
⑨
（
前
節
の
如
く
処
理
）
⑲
⑳
⑳
や
稲
左
注
、
「
杜
若
」
歌
の
歌
順
等
の
異
文
吟
味
か
ら
す
る
と
、
〈
鶏
〉
と
〈
弘
・
慶
〉
は

近
似
し
な
が
ら
も
、
明
ら
か
に
共
通
な
ら
ざ
る
本
文
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
書
名
の
「
鶏
鳴
」
の
有
無
を
も
配
慮
す
れ
ば
、
⑳
の
徴
証
を

除
く
と
、
〈
鶏
〉
が
先
行
し
た
可
能
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言
い
得
よ
う
。
そ
し
て
、
前
節
に
吟
味
し
た
「
巻
末
歌
数
表
記
」
は
、

〈
鶏
〉
よ
り
も
、
精
撰
さ
れ
た
〈
弘
・
慶
〉
の
柤
本
に
拠
っ
た
歌
数
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
し
て
お
く
。

ち
ら
さ
じ
と
（
折
款
冬
公
幹
）

○
か
き
つ
ば
た
（
杜
若
重
澄
）

袖た霞
ぬれは
れとれ
てい

ヅ、

ば

~、萩露
冬燭

敬連直
蓮阿秀
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明
和
五
年
春
の
初
撰
本
成
立
（
目
録
は
同
年
冬
）
か
ら
三
十
年
を
経
て
、
寛
政
十
年
再
撰
本
が
編
ま
れ
、
翌
年
私
家
版
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
初
撰
本
は
、
享
保
（
一
七
一
六
’
三
六
）
か
ら
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
か
け
て
の
約
五
十
年
間
の
、
一
三
四
人
の
一
○
四
七

首
を
収
録
し
た
も
の
。
一
方
、
再
撰
本
は
、
宝
永
（
一
七
○
四
’
一
二
を
上
限
と
す
る
百
年
間
の
、
一
八
八
人
の
一
二
二
八
首
を
収
め
、

（
７
）

一
二
人
、
九
六
六
首
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
両
本
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
は
既
に
前
稿
に
述
べ
た
と
こ
ろ
ｌ
古
学
派
排
除

の
一
貫
性
、
江
戸
冷
泉
流
中
心
か
ら
、
関
東
堂
上
流
全
体
へ
の
撰
歌
範
囲
の
拡
大
と
い
っ
た
諸
点
ｌ
を
変
え
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
厳
密
な
意
味
で
の
本
文
の
性
格
の
差
は
、
今
後
の
初
撰
本
の
校
本
作
成
を
俟
っ
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
節
に
引
い
た
僅
か

な
例
示
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
配
列
上
の
変
化
の
工
夫
は
随
処
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
文
芸
上
の
深
化
の
妙
、
近
世
関
東
武
家
の

文
芸
意
識
を
汲
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
一
歌
の
措
辞
の
異
同
と
い
っ
た
点
に
も
及
ぶ
問
題
す
ら
あ
る
。
次
の
例
は
撰
者

右
の
異
同
の
観
察
か
ら
見
て
、
〈
鶏
〉
は
〈
弘
・
慶
〉
に
先
行
す
る
要
素
は
含
む
も
の
の
、
直
接
の
祖
系
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
、
そ
れ
で
い
て
、
骨
格
に
は
大
き
な
差
異
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
書
名
に
「
鶏
鳴
」
を

冠
す
る
（
各
部
立
名
か
ら
作
者
目
録
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
冠
し
て
い
る
）
分
、
〈
鶏
〉
の
柤
本
は
や
は
り
本
歌
集
の
第
一
段
階
を
示
す

本
文
を
有
つ
の
で
あ
り
、
〈
弘
・
慶
〉
の
祖
本
は
そ
れ
に
小
さ
な
撰
定
が
加
え
ら
れ
て
貢
初
撰
本
）
霞
関
集
』
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
両
者
の
差
は
、
原
撰
本
・
精
撰
本
と
呼
ぶ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
そ
し
て
両
本
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
た
本
文

で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
共
通
す
る
要
素
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
に
よ
っ
て
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
弘
前
本
の
巻
末
歌
数
表
記
は
、

大
略
、
撰
者
石
野
広
通
筆
の
原
本
「
（
初
撰
本
）
霞
関
集
」
の
本
文
に
拠
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、
初
撰
本
か
ら
再
撰
本
へ
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初撰本霞関集（石野広通撰）の本文（松野）

初
撰
本
〈
鶏
〉

む
さ
し
の
、
広
き
御
め
ぐ
み
四
方
に
あ
ま
ね
く
、
か
す
み
が
せ
き
の
戸
ざ
霞
ぬ
御
代
に
あ
ひ
て
、
烏
が
な
く
あ
づ
ま
の
み
や
こ
に
、
花

を
め
で
月
を
な
が
め
時
烏
を
ま
ち
雪
を
あ
つ
め
、
ふ
か
き
情
を
い
も
と
せ
の
中
に
お
も
ひ
し
を
、
ひ
な
の
な
が
ぢ
を
は
る
か
に
た
ど
り
、

仏
を
た
う
と
び
神
を
あ
が
め
、
思
ひ
を
の
べ
、
代
を
い
は
ふ
こ
と
ぐ
さ
お
ほ
か
め
れ
ど
、
享
保
の
比
よ
り
明
和
の
今
に
至
る
ま
で
い
そ
と

序
最
後
に
、
前
稿
で
は
欠
脱
が
多
く
て
意
味
不
明
の
個
所
が
多
か
っ
た
初
撰
本
序
文
を
〈
鶏
〉
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
再
撰
本
へ
の
移
行
に

（
８
）

先
ん
じ
て
、
序
を
伊
達
藩
の
歌
学
者
に
し
て
儒
学
者
の
畑
中
盛
雄
（
多
沖
）
に
依
頼
し
た
事
実
が
判
明
し
た
の
で
、
結
果
と
し
て
は
採
用

さ
れ
な
か
っ
た
幻
の
序
文
を
畑
中
盛
雄
家
集
か
ら
、
そ
し
て
参
照
の
便
の
た
め
に
再
撰
本
の
広
通
自
序
を
翻
刻
し
て
お
く
。
ま
た
、
『
鶏

鳴
霞
関
集
』
の
巻
頭
、
巻
末
写
真
を
掲
出
し
て
お
く
。

千
度
ま
で
時
雨
に
峯
を
め
ぐ
り
て
や
紅
葉
色
そ
ふ
山
寺
の
秋
〈
鶏
〉

峰
高
み
し
ぐ
れ
も
ち
た
び
め
ぐ
り
て
や
紅
葉
色
そ
ふ
山
寺
の
秋
〈
再
〉

の
如
き
改
筆
の
跡
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
、
天
明
八
年
の
広
通
自
撰
家
集
『
五
百
四
十
首
」
で
は
〈
鶏
〉
の
本
文
で
あ
る
か
ら
、
再

撰
本
に
至
っ
て
の
改
作
と
思
わ
れ
る
が
、
表
現
の
改
稿
は
当
然
配
列
に
及
ぶ
問
題
を
惹
起
す
る
。
当
然
改
稿
前
の
初
撰
本
本
文
で
の
配
列

吟
味
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
校
本
提
供
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
期
し
た
い
。
初
撰
本
か
ら
再
撰
本
へ
の
移
行
の
意
義
は
そ
の
後

広
通
自
身
の
歌
で
改
作
し
易
か
っ
た
ケ
エ
ス
で
も
あ
る
が
、
比
叡
同
峰
千
日
満
行
者
で
あ
っ
た
東
叡
山
等
覚
院
法
珍
の
歌
会
の
「
紅
葉
」

題
歌
は

に
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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む
さ
し
野
の
広
き
御
め
ぐ
み
あ
ま
ね
く
、
か
す
み
が
関
の
戸
ざ
、
い
お
り
に
あ
ひ
て
、
久
か
た
の
空
の
の
ど
け
さ
を
あ
ふ
ぎ
、
と
り
が

鳴
く
あ
づ
ま
の
都
に
、
花
よ
り
花
の
陰
に
く
ら
し
、
や
ま
の
端
し
ら
ぬ
月
の
ふ
く
る
を
た
ど
り
、
お
も
ひ
ね
の
ほ
と
、
ぎ
す
を
き
、
、
年

の
な
ご
り
を
雪
に
お
ぼ
え
、
硯
の
石
の
中
の
お
も
ひ
を
松
の
煙
に
よ
せ
、
国
栄
民
安
き
め
ぐ
み
を
か
し
こ
み
、
か
り
ね
の
や
ど
に
ふ
る
さ

と
を
し
の
び
、
は
、
き
ゃ
の
ふ
せ
や
を
こ
ひ
、
千
々
の
蓮
の
露
を
た
の
み
、
い
の
る
ね
が
ひ
も
み
て
ぐ
ら
に
と
り
そ
へ
、
さ
な
ら
ぬ
く
さ

ぐ
さ
の
す
が
た
言
の
葉
、
宝
永
の
頃
よ
り
今
に
至
る
ま
で
も
、
と
せ
ば
か
り
が
あ
ひ
だ
、
其
名
こ
、
に
き
こ
え
た
る
人
々
、
あ
る
は
世
に

し
ら
る
べ
き
き
は
に
あ
ら
ね
ど
、
道
に
こ
斑
ろ
ざ
し
あ
さ
か
ら
ぬ
と
も
が
ら
、
か
つ
は
ち
か
く
馴
む
つ
ぴ
侍
る
が
よ
め
る
を
書
つ
ら
ね
て
、

ち
う
た
ふ
た
も
、
歌
あ
ま
り
に
な
り
ぬ
。
人
を
撰
、
歌
を
撰
ぶ
は
か
け
て
思
ひ
よ
る
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
よ
し
あ
し
を
わ
か
ず
、
名
あ
る

を
か
な
ら
ず
の
す
る
に
も
あ
ら
ず
。
歌
の
数
も
し
か
り
な
り
。
お
ほ
く
き
く
は
お
ほ
く
、
す
ぐ
な
く
き
け
る
は
す
ぐ
な
し
。
よ
し
な
し
ぐ

再
撰
本

せ
斗
が
あ
ひ
だ
、
そ
の
名
き
こ
え
た
る
人
々
、
あ
る
は
世
に
し
ら
る
べ
き
き
は
に
あ
ら
ね
ど
、
み
ち
に
心
ざ
し
あ
さ
か
ら
ぬ
と
も
が
ら
、

か
つ
は
ち
か
く
馴
れ
む
つ
ぴ
侍
る
が
よ
め
る
歌
ど
も
、
草
の
は
つ
か
に
ひ
ろ
ひ
置
侍
り
し
を
か
き
つ
ら
ぬ
る
ま
蚤
に
、
ち
う
た
六
と
ぢ
に

な
り
ぬ
。
人
を
撰
び
歌
を
撰
ぶ
は
か
け
て
思
ひ
よ
る
べ
き
に
あ
ら
ね
ば
、
よ
し
あ
し
を
わ
か
ち
、
名
た
か
き
を
か
な
ら
ず
の
す
る
に
も
あ

ら
ず
。
歌
の
数
も
又
し
か
り
。
お
ほ
く
き
く
は
お
ほ
く
、
す
ぐ
な
く
き
け
る
は
す
ぐ
な
し
。
人
に
よ
り
て
の
こ
と
に
は
あ
ら
ず
。
さ
は
あ

れ
ど
も
、
官
家
に
よ
る
所
の
さ
だ
か
に
し
ら
れ
ば
、
名
あ
り
と
い
へ
ど
も
こ
れ
を
の
ぞ
き
、
公
家
直
門
弟
に
あ
ら
ね
ど
、
そ
の
す
ぢ
あ
る

を
事
に
し
た
が
ひ
て
こ
れ
を
入
侍
り
ぬ
。
ま
た
た
よ
り
な
く
て
、
さ
る
べ
き
人
共
、
名
も
歌
も
き
か
で
過
し
た
る
も
侍
り
ぬ
。
と
ま
れ
か

く
ま
れ
、
う
ち
ぎ
、
に
ま
か
せ
て
侍
れ
ば
、
う
ら
み
を
残
し
て
篇
を
終
る
た
ぐ
ひ
に
も
あ
ら
ず
。
た
や
み
ず
か
ら
の
ま
く
ら
ご
と
、
な
す

ば
か
り
に
、
明
和
い
つ
慰
の
と
し
の
春
、
水
み
て
る
大
沢
の
ほ
と
り
に
つ
る
の
髪
み
だ
れ
て
糸
を
な
す
お
き
な
こ
れ
を
し
る
す
。
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畑
中
盛
雄
詠
草
（
宮
城
県
図
書
館
本
）

武
蔵
な
る
広
通
と
い
へ
る
人
の
、
を
の
が
ど
ち
の
歌
を
あ
つ
め
て
巻
と
な
し
け
る
に
そ
へ
た
る
序
。

か
の
人
の
も
と
め
に
よ
り
て
な
り
。
そ
の
中
に
武
家
沙
弥
等
な
り
。

そ
れ
笹
竹
の
世
に
あ
る
空
蝉
の
人
の
お
も
ひ
を
も
は
る
け
、
情
を
も
の
ぶ
る
は
此
敷
島
の
こ
と
の
は
よ
り
近
き
は
な
し
。
こ
、
を
も
て
み

け
国
し
る
し
め
す
す
べ
ら
み
か
ど
の
御
つ
く
り
を
も
菜
つ
む
す
こ
に
く
だ
し
、
又
は
岡
の
べ
に
う
へ
た
る
か
た
い
人
も
心
ざ
し
を
富
の
小

河
の
な
が
れ
に
と
や
め
し
よ
り
、
天
ざ
か
る
ひ
な
、
内
日
さ
す
み
や
こ
を
も
言
は
ず
、
そ
の
し
な
く
だ
れ
る
も
た
か
き
も
、
あ
ふ
な
あ
ふ

な
な
ぞ
へ
な
く
、
心
の
泉
時
を
を
ひ
て
ふ
か
く
、
言
葉
の
林
日
に
そ
ひ
て
ひ
ろ
ご
れ
り
。
か
ゞ
れ
ば
、
時
雨
ふ
り
を
け
る
な
ら
の
は
の
古

こ
と
を
ば
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
霞
み
の
夕
の
水
無
瀬
の
宮
に
い
た
る
ま
で
代
々
に
し
る
せ
る
あ
と
、
そ
の
わ
い
た
め
な
き
な
る
べ
し
。
し

か
る
に
世
は
み
づ
か
き
の
ひ
さ
に
へ
だ
、
り
、
扱
は
い
そ
の
か
み
ふ
り
行
あ
ま
り
、
其
さ
ま
家
々
に
わ
か
れ
、
其
心
人
々
に
た
が
ひ
て
、

昔
の
を
き
て
に
か
な
は
ざ
り
し
よ
り
、
ひ
と
り
藤
川
の
さ
ぐ
れ
、
き
れ
ば
い
よ
い
よ
か
た
く
、
小
倉
の
松
あ
ふ
げ
ば
い
よ
い
よ
高
き
た
め

さ
の
し
げ
き
を
ば
か
り
捨
侍
る
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
す
べ
て
官
家
に
よ
る
所
の
さ
だ
か
に
し
ら
ぬ
を
ば
、
名
あ
り
と
い
へ
ど
も
こ
れ

を
の
ぞ
く
。
堂
上
の
門
弟
に
あ
ら
ね
ど
、
そ
の
す
ぢ
あ
る
を
ば
こ
と
に
随
ひ
て
こ
れ
を
載
侍
り
ぬ
。
又
は
、
重
代
の
人
は
初
心
と
い
へ
ど

も
書
の
せ
侍
り
ぬ
る
も
あ
り
。
た
よ
り
な
く
て
さ
る
べ
き
人
の
名
も
歌
も
き
か
で
過
し
た
る
も
あ
ま
た
侍
る
べ
く
、
た
ま
た
ま
相
見
て
疎

遠
の
人
の
歌
は
書
と
や
め
ぬ
も
あ
り
。
お
さ
お
さ
う
ち
ぎ
勘
に
ま
か
せ
書
つ
や
り
侍
る
な
り
。
落
葉
微
風
を
ま
ち
て
お
つ
。
風
の
ち
か
ら

す
ぐ
な
し
と
い
へ
ど
も
、
折
に
ふ
れ
て
言
の
は
ど
も
の
ち
り
あ
つ
ま
れ
る
に
や
。
み
そ
と
せ
あ
ま
り
過
に
し
春
、
明
和
い
つ
、
の
と
し
の

比
、
か
す
み
が
関
ち
か
き
水
み
て
る
沢
辺
の
お
き
な
か
き
よ
せ
し
も
の
あ
り
し
に
、
そ
の
お
き
な
世
に
猶
な
が
ら
へ
て
、
寛
政
と
、
せ
の

秋
を
か
ぞ
へ
、
ふ
ゆ
三
谷
の
松
蔭
に
ふ
た
、
ぴ
あ
ら
た
め
し
る
す
に
な
ん
あ
り
け
る
と
い
へ
り
。
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侍
ら
め
と
い
ふ
こ
と
し
か
り
。

し
を
、
あ
め
が
し
た
に
と
や
め
て
、
此
な
が
れ
と
此
風
を
つ
た
ひ
、
さ
る
は
ま
こ
と
に
か
た
ち
柴
ふ
る
人
よ
り
も
い
や
し
く
、
詞
う
る
ま

の
島
守
よ
り
も
だ
み
た
る
と
や
い
は
む
。
か
る
が
ゆ
へ
に
、
星
を
い
た
や
き
て
百
の
位
に
そ
な
は
り
、
嵐
も
き
り
て
九
重
ね
に
さ
ぶ
ら
ふ

と
も
、
か
ら
を
す
て
、
は
し
も
つ
あ
が
た
遠
つ
ゐ
な
か
の
人
々
は
、
な
に
は
の
よ
し
あ
し
も
し
ら
ず
、
ま
こ
と
に
千
尋
の
濱
の
か
ひ
な
き

た
ぐ
ひ
に
も
侍
ら
ん
か
し
。
か
、
れ
ば
中
つ
頃
に
も
種
玉
庵
の
翁
、
さ
て
は
細
河
の
ぬ
し
な
ど
を
を
き
て
、
を
さ
を
さ
か
し
ら
指
出
て
、

世
に
き
こ
ふ
る
な
む
す
く
な
し
。
し
か
る
に
千
年
に
一
度
す
む
源
を
し
め
て
、
六
十
に
六
の
国
の
風
を
お
さ
め
給
ひ
し
よ
り
、
烏
が
な
く

関
の
ひ
が
し
、
空
音
を
は
か
る
わ
づ
ら
ひ
も
な
く
、
花
さ
く
山
の
と
か
げ
、
は
な
て
る
駒
の
あ
と
を
た
づ
ね
、
春
の
柳
の
い
と
な
み
を
さ

だ
め
て
、
武
蔵
野
の
道
ひ
ろ
き
を
さ
と
り
、
秋
の
霜
の
ひ
か
り
を
や
は
ら
げ
て
、
箱
崎
の
動
き
な
き
た
め
し
を
は
じ
め
給
ひ
し
か
ば
、
あ

る
と
あ
る
人
民
の
か
ま
ど
に
今
を
あ
ふ
が
ざ
る
は
な
く
、
を
こ
せ
る
と
を
こ
せ
る
道
、
し
づ
の
を
だ
巻
む
か
し
に
か
へ
さ
ざ
る
は
な
し
。

中
に
も
此
事
に
た
づ
さ
は
る
も
の
、
あ
だ
ち
の
ま
ゆ
み
引
傳
へ
た
る
、
も
の
、
ふ
よ
り
は
じ
め
て
、
苔
の
衣
に
や
つ
せ
る
と
も
が
ら
ま
で
、

あ
る
は
紅
葉
す
る
か
き
の
も
と
に
詞
の
に
し
き
を
あ
ら
そ
ひ
、
あ
る
は
雪
つ
も
る
山
の
べ
に
心
の
道
を
も
と
む
。
そ
れ
が
さ
ま
を
い
ふ
に
、

内
野
の
露
玉
の
う
る
ひ
を
は
ぢ
、
は
こ
や
の
氷
み
が
け
る
は
た
へ
に
及
ば
ず
と
い
ふ
く
し
。
か
く
て
落
ち
れ
る
く
さ
ぐ
さ
を
書
と
や
め
て

世
に
も
て
さ
は
ぐ
は
、
ま
こ
と
に
は
い
ま
の
や
ど
り
あ
ゆ
み
を
そ
く
し
、
か
ん
や
の
紙
あ
た
い
を
高
う
す
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
こ
、
に
何

が
し
そ
れ
を
と
う
で
樋
、
や
つ
が
れ
に
津
国
の
み
つ
と
ば
か
り
の
詞
を
心
の
杉
の
し
る
し
く
は
ふ
く
き
よ
し
申
け
る
に
、
草
む
ら
の
む
し

の
さ
せ
る
ふ
し
な
く
、
雲
井
の
烏
の
あ
と
は
か
な
き
を
ば
、
い
か
に
と
や
む
べ
き
に
も
あ
ら
ね
ど
、
つ
ら
つ
ら
お
も
ひ
は
か
る
に
、
い
な

ぴ
野
の
い
な
び
ん
も
人
め
か
し
お
ぼ
し
て
、
淵
の
魚
の
沈
み
お
も
へ
る
に
も
あ
ら
ず
、
岸
の
う
た
か
た
う
き
た
る
心
を
か
き
い
だ
せ
る
は
、

ま
こ
と
に
杣
の
古
木
の
わ
れ
に
く
げ
に
や
侍
ら
ん
。
さ
ら
ば
瓦
の
窓
縄
の
扉
の
外
に
い
だ
さ
で
、
や
が
て
や
り
す
て
ん
こ
そ
、
と
り
所
に
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へへへ

875
……

へ

2
…

へ

1 注
…

石
野
広
通
と
畑
中
盛
雄
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
畑
中
盛
雄
書
誌
〈
国
字
著
作
編
〉
」
二
日
本
文
芸
思
潮
論
」
平
成
３
桜
楓
社
所
収
）
、

「
同
〈
華
字
著
作
編
〉
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
Ⅳ
、
平
成
３
．
３
）
、
注
１
の
「
近
世
歌
文
集
上
」
所
収
の
「
大
崎
の
つ
、
じ
」
解
題
等
参
照
。

（
家
光
）

広
成
広
長
ｌ
広
吉
ｌ
広
茂
ｌ
長
広
ｌ
広
韓
ド
鴬
蓋
手
“

三
“
雌
”
↑
蒙
彪
］
㈹
峰
“
ゞ
‐

広
光
Ｉ
広
次
広
重
ｌ
広
次
広
高
ｌ
広
道
ｌ
広
氏
ｌ
広
近
ｌ
拡
温

↓
家
脆
一
Ｆ
広
長
岬
側
…
脚
融
け
鍵
辨

広
英
ｌ
広
安
ｌ
広
貞
ｌ
広
澄
到
劉
女
嵯
…

「
霞
関
集
」

究
報
告
Ⅱ
、
［

（
３
）
（
４
）

石
野
氏
系
図

（
６
）
注
１
の

注
１
の
諸
論
。

注
１
の
松
野
「
近
世
歌
文
集
上
」
脚
注
（
三
六
六
頁
）
参
照
。

」
（
古
典
文
庫
昭
印
）
解
題
。
新
編
国
歌
大
観
私
撰
集
編
Ⅱ
（
角
川
書
店
昭
闘
）
解
題
。
「
江
戸
堂
上
派
撰
集
書
誌
稿
」
（
調
査
研

国
文
学
研
究
資
料
館
平
成
２
．
３
）
。
「
近
世
歌
文
集
上
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
岩
波
書
店
平
成
８
）
解
題
。

（
寛
政
重
修
諸
家
譜
に
よ
る
）
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謬
剛
邦
州
盤
稲
“
剖
岬
鐸
岼
糯
小
岫
州
津
沁
岬
榊
岬
辨
刷

緬
少
』
↑
・
甥

蝿
鴇
鋼
・
“
、
萄
諦
》
』
ん
全
一
・
雰
必
や
蛍
＃
争
う
’
少
謹
一
ｊ
Ｉ
ノ
装
礎
上
奄
々
”
辱
恥
”
う
じ
１
。
一
瞬
＃
’
鯵
，
鐸
ど
ぶ
ｗ
〃
渉
冷
も

一
〕
〆
琢
今
解
鐙
、
ｆ
卜
ｈ
Ｉ
″
〃
ｌ
も
り
叩
ら
あ
ｊ
ｒ
１
ｒ
易
§
肌
Ｙ
，
〆

‐
）
，
《

ヘ

部
‘
・
引
猟
叫
辮
唯
斡
辮
鐵
苧
】

一
、
‐
凸
■
■
ｂ
や
‐
４
、

難
懸
籍
鰯
辮
鋳
ｒ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
胆
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
…
捧
Ｉ
ｉ
ｌ
４

幸
一
》
啼
叩
手
令
や
．
。
◆
加
熱
辮
帝
癖
嘩
嘩
榊
燕
》
》
砕
叩
》
》
．
・
や

難
鳴
霞
娯
喋
巻
量

恐
孜
”

学
射
た
ら
て
る
？
み
や
、
！
惚
感
剛

曲
ｊ
条
柵
州
制
へ
棚
！
↑
”
』
し
廻
汽
咽
砂
Ｌ
の
ツ
篭
、
〃
Ｉ
瘤
協
尋
永
鋒
異
謁
，
』
し

｝
‐
方
鯉
鋤
啄
△
み
〃
７
傘
う
り
毎
“
〃
か
い
の
し
し
カ
ア
２
本
の
．
ズ
シ
さ
霞
・
Ｉ
咋
唖
》
浄
畢
》
訂
恥
《
砕
勘
労
呼
価

一
々
ふ
〆
互
参
八
多
奮
荊
診

》
沙
狼
》
壁
、
い
櫓
雌
釧
‐
職
一
一
《
峠
一
癖
鄙
崎
叫
酔
手
信
部
杢
郵
謂
李
坐
一
部
ｉ
必
賎
型
嘩
鴫
，
韮
毎
冬
套
《
母
竃
毎
種
《
雫
〉
蜂
瞳
鯰
李
認
可
仙
側
〃
‐
‐
‐
一
》
一
ゞ
↓
釦

鮴
鮴
蜘
腓
胤
》
・
淫
鯏

蕊
譲
鼠
津
琴
璽
の
ｉ
ｆ
ｆ
淀
き
め
↓
多
世
風
筋
１
世

弩
《
↑
“
鼻
ふ

ぽ
剛
？
γ
唯
鳳
ｙ
霧
γ
豫
今
１
３
妥
舎
典
母
蕊

騨
蕊
職
溌
蹴
蕊
溌
鼠
鯏
＃
《
寵
：
宝
Ｉ
罪
溌
蒋
鱸
●
蕨
＃
Ｉ
：
；
：
＃
、
訓
剛
：
：
！
…
齢
蕊
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．

髭

管
念
し
琴
孝
狗
１
Ｊ
鯉
義

空
仏
心
あ
び
ｆ
０
ｌ
叩
Ｊ
１
布
、
を
ｉ
ｆ
鰯
聯
１
坤
馳
脚
圃
＃
ひ
く

揮
支
〃
搦

島
舎
協
淨
叢
γ
た
尋
も
皇
尋
〃
Ｊ
諺
悲
弾
咄

上
ひ
野
～
削
り
期
り
ん
脳
胤
川
必
脅
ｒ
八
別
ろ
６
審
人

域
ｌ
ふ
ｉ
零
重
ｉ
適
私
謬
冬
冬
と
．
婁
蕊
学

霧
典

亨
な
奇
Ｉ
寿
典
喧
先
甚
噌
奮
誓
導

思
別
丸
零
Ｊ
熟
の
〃
も
海
鷺
髄
控
つ
ｆ
え
嚴
鷺
畷
ツ
土
豊
う
く

妙
？
Ｉ
イ
を
〃
ｊ
〃
牢
！
物
Ｉ
竣
膿
γ
入

！
；

②本文巻末
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人
俵
農
令
霞
飼
分
永
鰈
秘
血
雄
発
弗
尚

を
零
獅
経
寿
蕊
象
唄
心
岬
響
豐
鮮
吹
蕊
准

暴
，
難
碕
鍬
徽
蝋
奉
郷
鯏
柵
聯
瑚
州
棚
棚
州
鯲

毎
侭
痕
罵
侮
漆
謬
静
夛
さ
沁
混
頓
等
坪
閣
く
ぞ
“

；
勘
か
鳥
専
鍵
で
く
復
葬
ゞ
言
総
腎
・
劃

衆
ｆ
吋
塵
尭
呼
混
繰
舸
八
伽
尚
服
継
換
含
聡
省
罫
寓

愛
穆
順
廉
寡
搾
秀
司
撮

守
罷
鮮
劇
へ
享
独
毒
鋒
畿

》
一
曾
介
挙
越
鏡
勝
権
が
幸
曲
称
彦
が
と
島

即
●
《

今
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…蕊

融
山
爽
吸
４
千
圖
鰯
唾
灯
脅

一
℃
山
蹴
聯
偽
縄
久
脚
港
拓
忍
源
激

I ・
發

亙
、
‐
｜
・

》
》
一

Ｌ
・
凸
毎
『
・
と

宅
叫
や
↑
叩
那
一

一
Ｍ
一
一
鍔
一

帯
叩
．
辛
い
‐
一

海
没

浄
Ｊ
や
？
一
口
？
口
一
℃
湾
蕊
嘩
靭
八
箪
篭
凝
与
塁
葱
瀧
端
？
註
一

湯
蒋
永
象
聯
箕
倣
侭
銀
〃
旗
愛
疹
呉

凄
？
総
喰
羅
爆
災
患
蔑
瀞
野
鳥
拶
穏
典
徽
雄

翌
卑
塔
な
協
姦
爆
蝿
紫
稚
械
噂
畷
警
竃
醤
吋

を
§
緯
零
実
隻
え

暑
蕊
大
患
塚
欠
漸
く
啄
允
垂
蚕
蛋
蹴

穂
鐙
蕊
散
惹
蕊
み
り
念
似
胤
者
認
諦
を
穀
？

鍾
羅
擬
麦
這
孔
懲
尺
噺
撤
嘗
這
雲
を
亀
鳶

敷
承
荊
惚
嘩
鹿
辱
尺
雑
菱
纏
操
誰
遡
葬
え
量
毒

典
稲
鄭
削
吟
蛎
息
萸
穐
富
琴
鋒
卸
惹
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苓
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翻

》
稗
畜
垂
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